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宮田・岡崎・古谷褐務オキナウチワの石灰化

宮田昌彦ホ 岡崎恵視キ古谷庫造水: 石灰褐藻オキナウチワの

炭酪カルミウム沈着部位と結晶型について

(藻類の炭酸カルシウム沈着の研究 1 ) 

Masahiko MIYATA*， Megumi OKAZAKI* and Kurazo FURUYA*: Site 

and nature of calcium carbonate deposits in a calcareous brown 

alga Padina japonica (Studies on the calcium carbonate 

deposition of algae.l). 

1 

石灰藻とは，藻体に多量の CaCOaを沈着する藻の総称であり，系統分類学的には，

藍藻，黄色鞭毛潔，紅藻，褐藻，緑藻，車軸藻などの植物門に広く分布している。また

これら石灰藻に見られる CaCOaの結晶型には，方解石型およびアラレ石型の 2型が知

られ，種によりいずれか一方の結晶型のみに限られており，両方の結晶型をもっ藻はい

まだ報告がない九これら石灰藻がどのような機構で CaCOaを沈着するのか，幾つか

の仮説が提唱されているが，いずれも最終約な証明に欠けているのが現状である。著者

らは，石灰化が藻体のどの部分に，さらには，細胞のいかなる部位に生ずるのかといっ

た形態学的知見が有力な手掛りを与えるものと考える。 このような観点から，最近，

Borowitzkaら (1974)2) は，石灰藻の CaOCa沈着部位を基礎にして，石灰藻を 3つ

の型に分類することを試みた。この研究は，すべての石灰藻に共通した石灰化機構を考

えるよりも，種に応じて，幾つかの石灰化機構が存在することを示唆した。

著者らは，乾燥重量の約21%が CaCOaからなるウミウチワ属オキナウチワ Padina

japonicaの CaCOa沈着部位を走査型電子顕微鏡を用いて，またその結晶型を透過型

電子顕微鏡で電子線回折により検討したのでその結果を報告する。

材料と方法

オキナウチワ Padinajaponica OKAMURAは，1975年，能登半島，九十九湾にて採集し

た。採集直後の藻体を蒸留水で簡単に水洗後，風乾したものを観察試料とした。オキナウ

チヲは，石灰化が著しく，白く見える上面(腹面)と，比較的石灰化の少ない下面(背面〉

の区別があり，さらに縁辺生長するので比較的 age の若い縁辺部と古い基部がある。

そこで藻体の上下(腹背)両面の縁辺部と基部についてその表面を観察した (Fig.1)。

-東京学芸大学生物学教室(184 東京都小金井市貫井北町 4-1-1)
Department of Bio¥ogy， Tokyo Gakugei University， Koganei， Tokyo， 184 ]apar.. 

Bull. ]ap. Soc. Phycol. 25: 1-6. 1977. 
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Figs. 1-6. Padi1la悶 ρollica

1. Upper surface view of the thallus. On both surfaces many calcareous bounds are ob. 
served (not shown in figure). The heavy depcsition of the CIlC03 is evident by its wh山 sh
color of the upper surface. 2. Longtudinal section of the tha11u5， showing the two layers 
in close contact. c: deposits of CttC03. h: hair， S: sporangium. 3. Lower surface view of 
the basal part. Outside surfaces of the individual cells are covered with massive deposits 
of C.C03 (x300). 4. Upper surface view of the basal part. Outside surfaces are covered 
with many needle.like crystals (x2，200). 5. Needle.shaped crystals on the upper surface of 
the marginal part (x 17，∞0). 6. Lod-shaped cryslals on the lower surface of the marginal 
part (x lO，∞0) 
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Figs.7ー 12
7， 8. Lod・shapedcrystals on the upper (7) and lower (8) surfaces of the basal part 
( xlO，∞0) 9， 10. Crystals of incleterminate structure (9: crystals On the lower sudace of 
the marginal part. x4.5∞ 10: crystals on the lower surface of the basal part. x 2，2∞ト 11.
Transmission electron micrograph of the needle. and lod.shaped crystals On the upper surface 
of ，he marginal part (x 20，∞0). 12. An electron diffraction pattern obtained from one 
crystal (arrow) shown in 11. These crystals were identifled to be aragonite single cTystaL 

- 3ー
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観察に先だち，藻体小切片をカーボンと金で蒸着した。また透過型電子顕微鏡で結晶の

電子線回折を行うための試料は，乾燥灘体をそのまま銅メッシユ上にドータイトで貼り

付けた。さらに光学顕微鏡による藻体内部構造の観察には，採集直後の藻体小切片をグ

ルタルアルデヒド，オスミック酸2重固定し，アルコールシリーズで脱水したのち，常

法に従司てエポン包埋し，これより作った比較的厚い切片をトルイジンプルーで染色し

た。使用した走査型および透過型電子顕微鏡は，日本電子製 JSM-50A，JEM-7であ

る。

結 呆

オキナウチワrr..縁辺部から基部にかけての縦断面の一部を光学顕微鏡で観察したもの

が Fig.2である。藻体は，いずれの部分も 2層の細胞層からなっている。また藻体表

面の上下(腹背)両面q;縁辺部と基綿の4部位について走査型電子顕微鏡で探査したと

ころ，細胞1個を単位とする針状あるいは棒状結晶塊が観察された (Figs.3， 4)。これ

らの部位で見られる針状結晶は，巾約 0.2pm，長さ 5pmに達するものもあり (Fig.

5)，またこれとは別に，巾 0.3pm，長さ 3pm程度の棒状結晶も多く認められた(Figs.

6，7，8)。 さらに，これらの針状，棒状結晶が溶得して再結晶化したと恩われる不定形

の結晶像をしばしば観察したが， これは上下(腹背)両面の特に ageの進んだ基部に

おいて顕著に見られた (Figs.9， 10)。

Fig. 11は，針状および棒状結晶型を決定するために，これらを透過型電子顕微鏡で

観察したものである。その結果得られた回折像が Fig.12である。この区折像から，針

状，棒状両結晶ともアラレ石型 CaCOaの単結晶であることが判明した。

考 察

褐寵のなかではウミウチワ属のものの一部の種のみに石灰化が見られることが知られ

ている。 Borowitzka(1974)らDは，石灰穫の石灰化調1位を次の 3つの型に分類してい

る。その記述をもとに，著者らがこれを模式的に表わしてみたのが Fig.13である。

すなわち， (1) A型:石灰化が最初に細胞内でおこる型である。これは黄色鞭毛藻での

石灰化，すなわちコツコリス形成に見られるもので，まずゴルジ体で形成されたコツコ

リスが細胞表面に押し出されるといった過程をとる。結晶型は方解石型である。 (2)B型:

細胞壁そのものが石灰化する型である。紅穫のすべてのサンゴモ科の藻に認められるも

ので，結晶型は方解石型である。 (3)C型:海水に直接接する細胞表面，あるいは細胞

壁最外層を含む細胞表面に石灰化が起る型である。これは，褐藻類のウミウチワ属，緑

藻類のサボテングサ属，紅漠類のウミゾウメン目などの石灰覇軍で見られる。これらは，

すべて針状のアラレ石型の CaCOaを沈着するのが特徴である。

- 4-
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TypeA TypeB TypeC 

ぐt 管掌
Ch rysophyta Rhodophyta Phaeophyta (Padina) 

( Coccoflthophorldaceae) (Cora II1naceae) Ch lorophyt a (Halfmeda) 
Rhodophyta (Liagora) 

Calcite Calcife Aragonlte 

Fi.. 13. Types of calci自cationprocess arranged according to the site of initial formation of 

CaCOs deposits. This figure was made msinly from the description of Borowitzka et al 
(1974). 

以上のような観点から見ると，著者らが今回オキナウチワで得た結果は，この (3)の

型に属し，石灰化部位および結晶型とも彼等の知見とよく一致した。しかし，走査型電

子顕微鏡による表面観察だけでは細胞壁中の石灰化を知ることができないと思われるの

で現在著者らは，超薄切片を作り，この点を検討中である。

従来からの藻類の石灰化機構に関する仮説を大別すると次の 2つの仮説があけ恥られる。

その lつは，光合成時の pHの上昇に基づく co:-の増加が石灰化を促進するもので

ありへ他の 1つは， C2+の能蹴輸送による濃縮機構や，光合成産物である有機物の石

灰化への関与を重要視するものであるも5)。著者らは，オキナウチワのように藻体表面，

すなわち海水と直接接する部位で石灰化が起るものは， 前者の仮説で比較的簡単に説

明がつくのではないかと考えている。ここでは示さなかったが，オキナウチワの表面に

pHメーターの単一ガラス電極を当てて光合成時 (20klux光照射下) と暗所において

藻体表面の pHの変化を測定したところ，光合成時には，アルカリ仮IJへ，また暗所で

は酸性側への明瞭な pHの変化が認められた。前述したように，藻体の ageの進んだ

基部付近では，しばしばーたん生成した結晶が溶解し，その後再結晶しでできたと思わ

れる不定形の像が見られたが，これと暗冴における pH の酸性側への変化と何らかの

関係があるのではないかと推定される。 ところで，このような藻体表面での pHの上

昇，下降J土，非石灰藻にも当然起っていると思われるにもかかわらず，なぜ石灰化しな

いのかといった問題が残るが，そのような藻には，石灰化を阻止する何らかの特殊な機

構なり，物質なリが存在する可能性も充分考えうる。著者らは，特に細胞墜を構成する

ある種の多糖類の性質がこの鍵をにぎっているのではないかと考え現在検討中である。

稿を終えるにあたり，材料採集に協力いただいた金沢大学能登臨海実験所の池森雅彦

-5-
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博士，また走査型電子顕微鏡の撮影に援助いただいた日本電子株式会社の植野亮，幡場

良明の両氏，日本歯科大学の大島海一氏，および電子線回折に助言をいただいた東京学

芸大学物理学教室の古田昇教授に深くお礼申し上げる。

Summary 

In the present paper the surface fine structure and the nature of calcium 

carbonate crystals 01 a calcareous brown alga Padinajaponica were described. 

The algal surfaces were studied with a scanning electron microscope at 

the marginal and the basal parts of upper and lower sides of the thallus. The 

needle. and lod-shaped crystals were predominant on the entire surface of the 

thallus. The former was about 0.2 pm wide and up to 5μm long， and the 

latter was about 0.3μm wide and about 3μm long. Among these crystals; the 

patches of another type of crystals of indeterminate appearance were observed. 

These crystals seemed to be recrystallized from resolved needle-or lod-shaped 

ones. 

The nature of needle-and lod-shaped crystals were identified to be ara-

gonite by selected-area electron di庇raction.
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三上.コノハノリモドキの完熟依

三上日出夫キ: コノハノリモドキ(紅藻，コノハノリ科)

の完熟体について件

Hicleo MIKAMI*・ Onfully mature plants of Yamadaphycus carnosus 

(Rhodophyceae， Delesseriac巴ae)from Japan料

7 

コノハノリモ ドキは，その外形がコノノ、ノリ COJ/gregatccarpllspacificlIs C=Laingia 

paci.斤ca)と頗るよく似ており，特に末熟体の状態では互に同種を区別し難い場合が鹿々

ある。しかもこれまでに得られた本穂の襟品は，コノハノリのそれに比べて至って少

く，その採集場所についても筆者の知る限1)，根室納沙布山Ip.落石山Ip・霧多布及び日高

襟裳岬等に限られている。先に筆者1-2) がコノハノリモドキを記載した当時は，手元に

2 

」白ーー園田随一岨ー-'
3 CM 

Figs. 1-2. YamadaphYCllS carnOSllS 
1. Female plant from Kirittapu， Hokkaido 

2. Tetrasporic plant from Kirittapu， Hokkaido 

cp...cystocarpic proliferation; tp...tetrasporic proliferation 

ホ札幌大学 (062札幌市銀平区西問 242-2) 

Sapporo University， Sapporo・Nishioka，062 Japan 

H 文部省科学研究!~ (064218)による研究の一部

Bull. ]ap. Soc. Phycol. 25: 7-11. 1977. 
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本種の完熟体を手に入れることはできていなかった。ところが， 1976年 3月15日，浜Eド

町霧多布のi湯割1;湾内において，完熟褒果をつけた雌性(本及び完熟四分胞子体のそれぞれ

を始めて採集することができたので，その確，)"められた性質の若干につき簡単に報告し

fこし 、。

外形について このたび得られた打ちあげ襟品は，雌性体 3個，四分胞子体 2個の計

Figs. 3-8. Ya1.四 adaρhycU!ica.rn.osus 

3-6. CystocarpIc proliferations 

7. Longitudinal section of a cystocarp. 

8. Tetrasporic prolifer8tion (cortical cells not shown) 

ca...carposporangIum; gon...gonimoblast; po...aperture of cystocarp; rc...rhizoidal 

ceJl; ts...tetrasporangIum. 
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三上:コノハノリモドキの完熟本 9 

5個体で何れも完熟体のみであった。それらの中から Fig.1は雌性{本の Fig.2は四

分胞子体の最も小形のものを夫々示したものである。越年した体の基部並びに体表から

は，新しい小薬の形成が目立つてみられる。もちろん，その生殖器官は新薬上には見当

らず，厚味を増した古い薬の上にのみ形成されている。その外の外形的特徴については

既に三上「幻によ P記載された通りである。

褒果について本種の嚢果は雌性{本上に派生する特別小葉上に生ずる。 Figs.3-6は

完熟褒果の外形を示す。即ち，褒果は卵円体又は楕円i本で短い柄をもち，単独又は 2-

3個ずつ集って生ずる特別小葉の夫々上部に形成される。褒果をつけた小葉の長さは

2.5-3.5mm，巾は広いところで1.5-1.8mmほどである。 Fig.7は完熟嚢果の縦断面を

示す。即ち 1個の果干しをもち，果胞子は明かに連って生ずる。ゴニモプラストの基部に

は若干の rhizoidalceIlがみられる。

四分胞子襲について:本種の四分胞子獲は，四分胞子体上に房状に生ずる特別小葉上

に生じ，完熟した小葉は長さ1.5-2.5mm，巾 0.5-1.0mmほどで，その外形的輪郭は

「へら形」を示すが，その断面は殆んど扇平状に近い。 Fig.8は四分胞子褒を生じた特

別小葉の表面観を示す(但し，その表皮細胞は示していない)。四分胞子嚢の成熟は，

小葉の中央部より始まり，次第にその周辺部に及ぶ傾向がみられ， 3月の時期で既に四

分胞子の大部分を放出 J~ 終って中味が空になっている状態も屡々観察された。

考察

コノハノリモドキとコノハノリとを互に誤りなく同定する為には，先ず生長点の構造

を確かめる必要がある。即ち，コノハノリ 8・<>では第 1位列;こ明かな介生分裂が認めら

れるのに対し，コノハノリモドキでは第2位列に至って始めて介生分裂をみる即ち，

(KYLIN71)のいう Delesseria型生長点をもっ。しかし生長点の特徴を明かにできるのは

一年を通じて，新しい小葉が出始める一時期に限られているといえる。そこで次の決め

手となるのは，両者について，その四分胞子褒のできる位置を確かめることである。即

ち，コノハノリの場合はそれが四分胞子体の体表上に直接，散在して生ずるのに対し，

コノハノリモド、キでは体上に派生する特別小業上に集って生ずる特性がある。加えてさ

らに今回の材料に基づき，コノハノリモドキとコノハノリとの問にはその完熟期に関

し，対照的な差異のあることが明かとなった。即ち，コノハノリモドキの四分胞子褒は

8月頃より特別小薬上に現われ，そして小葉の中央部よりその成熟が始まり，次第に周

辺部に及び成熟した胞子は逐次放出されながら 3月頃まで四分胞子の形成をつづける。

これに対しコノハノリモドキの褒果発生は一段と緩慢で， 8月頃には盛んにプロカルプ

を生ずるが，その年内には完熟褒果に至らず，厳寒期を経たのち， 2-3月に至って果

胞子の完熟期を迎える。一方，コノハノリの場合は，その重量果の完熟は 9-10月に，そ

して10月以降翌年2-3月にかけては四分胞子褒が完熟する。即ち，結果としてコノハノ

- 9 -



10 藻類第25巻第1号 昭 和52年3月

リではいわば褒果先熟型(四分胞子後熟型)であるのに比して，コノハノリモドキでは

逆に四分胞子先熟型の傾向をもっているといえる。

さて終りに，木種コノハノ Pモドキは Okamurinarigida A. ZINOVAI)に著しく類

似している。ところで，Okamurina rigida は始め Laingiapacifica Y AMADA 

(=Pseudophycodrys pacifica Yamada)を根拠として Okamurinapacifica'l)の名で記

載されたが，のちに Dr.ZINOVAから筆者への便りによれば，rOkamurina pacificaと

Congreg，仰 carpuspac~伽s (=Laingiaμcifica)とは互に全く別物で，前者の根拠と

しては手元にサハリンと千島からの材料があります。そこで私はこの種の名称を Oka-

murina rigida A. ZINOVAと変更します。そしてそのタイプぽ千島産の四分胞子援を

もった標品ですJとあり，又一方， ZINOVA回の記載によれば，Okamurinaの生長点に

は介生分裂が全く認められず KYLlN7)のいう Membranoptera型を示すとのべている。

これに対しコノハノリモドキ1-1)の場合は前に述べたように Delesseria型の生長点を

もち，第2位列に至って明かな介生分裂が認められる。しかし，甚だ残念乍ら，筆者は

未だ Okamurinarigidaの原襟本を見ていない為 Okamuri・naの生長点構造を確認し

得ないままになっている。従って以上2種の関係、については今後，慎重な検討を急ぐ必

要があると考えられる。

Summary 

For the五rsttime， the fully mature reproductive organs in Yamadaphycus 

ca17losus MIKAMI were observed on the basis of specimens from Kirittapu， Hok-

kaido， on March 15， 1976. 

1) The femaIe and asexual organs are borne in speciaI proliferations scat-

tered over the thallus. surface. 

2) The cystocarpic proliferations are 2.5-3.5mm long and 1.5-1.8mm wide. 

3) The carposporangia are borne in chains. 

4) The rhizoidal cells are present near the base of the gonimoblasts. 

5) The tetrasporangial proliferations are spatulate， measuring 1.5-2.5mm 

long and O.5-1.0mm wide. 

6) Mature tetrasporangia are divided tetrahedrally. 

文献

1) 三上日出夫 (1971) 北海道産コノハノリ科の新メンバーについて(予報).藻類

19: 5-8. 

2) MIKAMI， H. (1973) Yamadaphycus， a new genus of the Delesseriaceae 

(Rhodophyta). Phycologia 12: 139-143. 
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3) 三上日出夫 (1970) コノハノリの生長点及びプロカJレプについて.藻類， 18: 67-

71. 

4) MIKAMI， H. (1971) Congregatocarpus， a New Genus of the Delesseriaceae 

(Rhodophyta). Bot. Mag. Tokyo 84: 243-246. 

5) GUSSAROVA， 1. S. (1975) Macrophyta zonae sublitoralis Insularum Kurile-

nsium (Iturup， Urup et Simushir). Novitates Systematicae Plantarum non 

Vascularium 12: 111-118. (in Russian.) 

6) ZINOVA， A. D. (1972) Species familiae Delesseriaceae (Rhodophyta) in parte 

Septentrionali Oceani Pacifici 2. Novitates Systematicae Plantarum non 

Vascularium 9: 65-82. (in Russian.) 

7) KYLIN， H. (1924) Studien uber die Delesseriaceen. Lunds Univ. Arsskrift. 

N. F. Avd. 2: 1-111. 

Bohuslav Foot博士の逝去

Czechoslovakiaの B.FoOT博士が昨秋1976年10月7日に逝去されました。昨年3月

にはB.SCHUSSNIG博士のきト報があり(本誌24巻 4号 129pふ相次いで欧州、lから藻類学

の巨峰2人を失って惜しくも亦淋しい限りです。 FOTT博士はA.PASCHERの直系で，

氏同論文衛図の精確にして美麗なること全く PASCHER議PであJ)，終生一貫して淡水

穫の分類に打ち込まれ，沢山の論文のいずれもは淡水藻分類学者の準拠となるものばか

りです。 1971年に Fisherから出版された AIgenkundeは真にょくできた本で，永遠の

古典となるものでありましょう。昨夏(1976年7月)藍藻の国際会議がチェコで開かれた

折の記念写真に写っていた長身の元気な御姿今ゃなし。ああ悲しい哉。謹んでFOOT博

士の逝去をお知らせします 一合掌ー (広瀬弘幸)
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熊谷信孝ホ:アミジゲサ自の形態発生 XIl

シマオオギとサナダゲサの栄養体生殖

Nobutaka KUMAGAE*: Morphogenesis in Dictyotales XII. Vegetative 

rl'production in Zonaria diesingiana J. AGARDH and Pachydictyon 

coriac，側 m (HOLM.) OKAMURA. 

アミジグサ目植物は胞子形成の際に減数分裂を行なうので，胞子は発芽して配偶体に

なるはずである。しかし天然には配偶体はごく稀で，無性世代と有性世代とを交互に繰

返しているとは考えられない。無性世代のみを繰返す手段のっとして， シマオオギ

Zonal叩 diesingianaJ. AGARDH とサナダグサ Pachydictj岬nco，.iaceum (HOLM.) 

OKAMURAが葉状体上に無性芽を形成することを知lJ.その形成様式と母体から離れて

からの生育のしかたを調べた。またシマオオギについては前年の株の仮根から新しい個

体が芽生えることもつきとめた。

材料と方法

材料に用いたシマオオギとサナダグサはともに1963年10月から1976年4月までの聞に

福岡県津屋崎町と北九州市岩屋とで10回以上にわたって採集した.組織は阿部氏液とフ

ォルマリン酢酸液とで固定し，パラフィン法で 10μmの切片とし，ハイデンハイン氏

鉄明撃事へマトキシリンで染色した。無性芽はカミソリの刃で削り取り，ろ過海水中で培

養した.

観接

1.シマオオギの葉状体上における無性芽の形成と発生。

葉状体は岩の垂直部分に水平に重なったようにして生育する。 2月から 3月に幼い葉

状体が見られるようになり .10月中旬から11月上旬にかけて成熟し，八分胞子を放出す

る。その後，葉状体は一般には 1月頃までに流失するが.1965年には4月まで残るもの

も観察された。九州北岸では10月になると薬状体上に円形の無性芽の形成が認められる。

11月になると無性芽の発達は顕著になり，直径が 5mm に逮するものまである。無性

芽は葉状体の中央部にもつくられるが，葉状体の一部がちぎれたり裂けたりした傷口に

'縞岡県立田川高等学校 {包2・14 簡明県田川郡香容町中静寂)

Takawa High School， Kawara-machi， Takawa-gun， Fukuoka-ken， 822-14 ]apan. 

Bull. Jap. Soc. Phycol. 24: 12-18. 1977. 
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熊谷アミジグサの形態発生 XII 13 

特に多く形成される傾向がある。然性芽の形成は主として表皮細胞が伸長して単細胞列

の糸をつくることに起源する (Fig.A， 1)。糸の先端の細胞は次第に肥大し (Fig.A， 

2)，やがて分裂する。 この分裂は分裂面が不規則な方向で起るので，然性芽の先端部は

紡錘形または円形になる (Fig. A， 3， 4，)。しかしその後，全形がうちわ形になるよう

に分裂するものが多い (Fig.A， 5)。小さな無性芽は生長しながらそのタ|縁1こ色素を多

く有する生長線を生じ，以後は縁辺生長に移る。縁辺細胞が明らかになる頃，然性芽の

基部の細胞から仮根が宇jI出する。母体と連絡した糸は単細胞列のままであるので無性芽

は大きく生長するにつれて切れて遊離する。

l 

3 

6 ~生旦
Fig. A， 1-6. Gemmae formed on the thallus in ZOllaria diesil1g1:al1G， 

showing their developmental sequence. 

このようにして形成された無性芽を人為的に切り離して培養を行なった。各段階の無

性芽;立 Fig.A，に示したように分化の度合によって形態が異なる。 Fig.A， 1-4のよ

うに先端部がまだ扇平に変化していないものでは，まず切断された糸の未搬の細胞が母

体側に伸ひeて仮根になる。仮根の生長は頂端の分化が進んでし、ないものほどよい。次に

頂端部も分裂して縁辺細胞を有十る扇形の業状体になる。 95日目には直径 2mm に達

した。また頂端部が禁状体に分化しないものでは仮根にそれを形成する。次に Fig.A， 

- 13ー
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6のように縁辺生長を行なうまで分化の進んだ無性芽を培養した場合には，仮根は母体

と連絡する糸からはつくられず，禁状体の基部の細胞から伸出十る。縁辺細胞は分裂を

停止す ることが多く ，11寺に縁辺細胞の1つが糸状に伸び，その先端に再び葉状体をつく

ることがある。

Fig. B， 1-3. Gemmae produced on the rhizoid in Z. diesingiana， showing three deve10pment 

stages. 

2，シマオオギの仮根における無性芽の形成。

1974年 3月12日!こ津屋崎で採集した古い葉状体の基部を調べたところ，仮根は，冬期

に枯死することなく次の年まで残り，幼{本を形成することが明らかにな った。仮根から

の禁状体形成には次の 2つの方法が観察された。 lつは枝分れした仮様の先端の細胞が，

あたかも葉状体上に見られるものと同じ様に肥大して形成される方法 (Fig.B， 1)で，

他の 1つは仮根の途中の細胞の lつが小突起を出し (Fig.B， 2)，それが分裂して形成

される方法で、ある。 Fig.B， 2では突起から l本の仮恨が伸びており， Fig. B， 3では

色素休を多量に含む縁辺細胞の分化が確立されている様子がわかる。

3，サナダグサの無性芽の形成とその生長

九州北岸では無性芽は四分胞子襲が成熟する 7月頃から形成され始め，その形成は葉

状{木の老化に伴な って顕著となる。葉状体の表皮，中層，内局の細胞はそれぞれ一層で

あるが，無性芽の形成に際しては，まず表皮細胞に活発な分裂がおこり ，多数の細胞の

集合により隆起が生じ，やがてその上に生長点を有する無性芳三が多数分化 して くる

- 14-
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2 」豆白色 3
Fig. C. Gemmae of Pachydictyo1t co門 aceUnl

1. Cross section of the thallus， showing the gemmae formation on its surface. 

2 & 3. Germination of gemmae that were detached from the mother thalIus， showing 

the formation of an upright and many rhizoids. The projection grow into the thallus 

(Fig. C，1)。人為的に詰119落とされた無性芽;立 3日目 Jこはスライドグラスに付着し，切

断された部分の細胞から仮根を形成する。仮根は糸状で最初は単列のものが多いが，先

端が吸盤状に変化するものも少なくない (Fig.D， 2， 3， 4)。切断面では傷口を小さく

するように細胞の増殖が行なわれる結果，四分胞子の発芽の過程に見られる多細胞塊lこ

似た形になる。この場合の無性芽は，はじめ仮根形成中心の生長を行なう ので，生長点

の分裂は一時中止されるが，仮線形成が進むと共に芽の生長が再開される。 Fig.D， 2 

の上方は新しく生長した部分を示す。しかし生長点が分裂能力を失なう ことも多く ，こ

の場合は他の表皮細胞が生長点に変わる (Fig.D， 4)。大きな無性芽を人為的に切り離

した場合も，まず仮根形成が行なわれる。仮根は付着函に多数生じ，後にその反対側lこ

生長点を新生する (Fig.C， 2， 3)0 Fig. D， 5では， 2ケ所にできた生長点により，無

性芽の生長が行なわれており，右側の切断前の生長点は分裂を停止している状態が示さ

れる。

考 察

シマオオギが造胞{本上lこ無性芽を生じること について;ますでに岡村リが明らかにして

いる。 この無性芽が内層細胞からも分化するという点は熊谷 ・猪里子2) のエゾヤハズの観

- 15ー
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乏生旦 1-4 

旦空μm 5 

Fig. D. 1-5. Various stages in the development of the germinating gemmae in P. coriaceum. 
The process of their dcvelopment is fundamentally ieentical with that of the germinating 
tetraspore. The first formed rhizoid is usually derived Irom the woundecl portion where 
the gemma hacl been connected with the molher thallu!! 

祭と類似している。アミ ジグサ科植物の栄養体生殖に関する従来の論文を調べてみると，

アミジグサり，エゾヤハズ5)，Zonan"a flavaG) なと、で天然の仮板に幼体が芽生えてくる

ことが観察されておりまたシマオオギヘ Dict)'o 1，1 el古川e1l1bl"ancea7
ヘ
D"deli・call1laペ
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へラヤハス守的， シワヤハズ10)， コモングサ113， ジガミグサ 123， コナウミウチワ 183，

Taonia atomarial4) などで胞子の発芽体の仮根に幼体の形成されることが確認されて

いる。さらに禁状体上に無性芽がつくられることはアミジグサ，エセアミジ，コモング

サ，コナウミウチワ，ウミウチワ，Zonaria farlowii1副などでも知られており，これ

らはそれ程稀な現象ではないと恩われる。一方，配偶体はごく稀にしか存在しないが，

1965年7月'zl日に鎌倉海岸で採集された雌雄のサナダグサ10)では無性芽の形成は認め

られなかった。しかし1967年5月23日に福岡県波津で採集されたアミジグサの雄性配偶

体と同年8月20日にほぼ同じ場所で採集された雌性配偶体では少数の無性芽の形成が認

められており，配偶体においてもこの種の生殖の可能性がある。なおシマオオギの配偶

体についての報告はない。

稿を終えるにあたり，御校閲をいただいた岡山大学名誉教授猪野俊平博士に深〈感謝

します。

Summary 

The gemmae formation was observed for the two species of the Dictyo・

taceae， Zonaria diesingiana and PachdictYOll coriaceum. There were two kinds 

of gemmae in Z. diesingiana: one was formed on the rhizoid and the other 

was formed on the surface of leafy thallus. It was revealed with culture ex-

periment that both were capable of growing into the adult thalli. Only one 

kind of gemma was found in Pachydictyon coriacellm and it was of the col-

umnar shape. It seems that the gemmae formation occurs often in these two 

algae in nature. 
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5) 時田郷・正置富太郎・鍍 煎 (1973) 褐藻エゾヤハズの根様糸に就いて北

海道大学水産学部研究粂報 4:149-156. 
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口G.E.FOGG: Algal cultures and phytoplankton ecology 2nd ed.， i-xv+175 

pp. 1965. The University of Wisconsin (邦貨にして約4.600円)

藻類とくに微細藻類の生理生態について該博な知識を持つ FOGG教授が同名の書を最

初に世に問うたのは1965年であった。爾来10年を経過し，この学問分野における知識の

蓄積は膨大な量に及んだ。 FOGG教授はこれらの知識をよく阻鴨吸収してi日版に加筆訂

正を行うとともに，多くの章を完全に書き改めるなどしてここに第2版を出版した。陸

水および海に生育する植物性プランクトンの生長生理と生態についての概略とこれらの

分野の最近の研究の傾向を知るのに手頃な書物のーっと言える。巻末の参考文献は 380

以上におよぶ。

(筑波大学生物科学系千原光雄)
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荒木 繁*・大房岡r・斉藤宗勝*・桜井武麿*: Porphyran 

中の 3，6anhydro.gaIactose含量と乾海苔の晶質

Shigeru ARAKI*， Tuyosi OOHUSA*， Munekatsu SAITOH* and Takemaro 

SAKURAI* : The quality of ‘Nori'， dried laver， in special reference to 

the contents of 3，6 anhydro-galactose in porphyran 

Porphyra属の硫竣多糖ポlレフイランの組戒については，すでに多くの研究報告があ

りIN3，その結果， D， L-galactose， 3，6 anhydro-L.galactose， 6-0-methyl-D-galac. 

toseおよび estersulphateから成ることが明らかにされた。これらの糖組戒に関す

る研究の外に， Rees and Conway (1962)心は 3，6anhydro-galactoseや estersul-

phateの組成比が生育環境によってかなり変動することを報告している。

筆者らは乾海苔の品質，とくに硬さ(舌触り)と細胞壁成分との関連について種々検

討を試み，温湯 (40.C前後)中で乾海苔に緩い振とうを与え，外形が崩れるまでの時

間を各産地の乾海苔について比較し，その結果から崩れるまでの時間が， 1)乾海苔の

硬さと一応の関連があること 2)養殖方法による差異を反映していると考えられるこ

と 3)全ポルフイラン量に対する 3，6anhydo・galactoseの量比が養殖方法によって

異なることなどを予報として報告した*九

本報では，各産地からの乾海苔から拍出した粗ポノレフイラン中に混在する紅藻殿粉を

できる限P除去した残部の多糖に含まれる 3，6anhydro-galactose の含量を調べ， そ

の量比と上記のような物理的性質との関係を検討したところ，その聞に有意義な関連性

があることを見出したので，これらの結果について報告したい。

実験材料および方法

実験材料には，すべて市販の乾海苔を用い， 1974年11月-1976年2月の海苔養殖期に

九州有明海地区(支柱養殖のみ)および兵庫県瀬戸内海地区(浮流養殖のみ)で摘採・

製品化されたものである。また，本実験では 2，3の標品以外，すべて上級品に属する

乾海苔のみを選ぴ，養殖方法による製品の品質の差異を極力除くように留意した。

抽出および分離 粉末化した乾海苔標品約3gに水 60mlを加え，これを沸騰水浴上

で2時間づっ 5回抽出した。拍出液は 40.Cで約 15mlに減圧濃縮したのち，流水に対

山本海脊研究所 (143 東京都大田区大森東 5-2-12) 
権 YamamotoNori Research Laboratory， Oomori-higashi， Oota-ku， Tokyo， 143 Japan 

H 荒木・桜咋・斎蕗・大房 昭和51年度日本水産学会軟季大会

Bull. Jap. SOC. Phycol. 25; 19-23. 1977_ 
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して48時間透析した。この透析液から 95%エタノ-Jレで多糖類を沈殿させ，一夜冷蔵

庫中に放置したのち沈澱を集め， 95%エタノーIレ，エーテルで順次洗糠・脱色してから

乾燥した。これを粗ポルフイランとし，浪g定時までデシケータ中に保存した。

Total porphyranと3，6anhydro-galadoseの測定粗ポルフイラン約 20mgをと

り，これに酢酸緩衝液 (pH5.6) 20 mlを加え，約 30.Cの恒温器中で溶解した。

この溶液の一部をとり，遠心処理 (3，000rpm， 20 min)後，その上澄液について全糖

量をフェノール硫酸法5)で測定し，これを全ポルフイラン量 (TP;Total porphyran) 

とした。また， 3，6 anhydro.galactose量 (AG) は Yapheand Arsenault (1965) 

によるレゾルシノール法で定量した。

筆者らが抽出した粗ポルフイラン中には，紅潔澱粉の一部が混入している。そのため，

フェノール硫酸法を用いて全糖量を測定する方法では，混入している紅藻澱粉も同時に

測定されてしまうことになり，それだけ TP量を多く見積る結果になる。 この点を除

くため，以下に述べる a.amylase処理を行なった。

酢酸緩衝液に溶解した粗ポJレフイラン液に市販結晶 a.amylase (5 mg/10 ml) を加

え， 3O.Cで48時間加水分解を行なった。そののち，軽く遠心処理を行ない，その上澄

液を流水で48時間透析した。ここに得られた透析液について上述と同様の方法で TP量

と AG量をそれぞれ測定した。なお，この透析液中にはまだ約 1%程度 (maltose当

量)の Somogy反応性物質が認められた。

上記の 2通りの各測定値から，れそぞれ TP量に対する AG量の百分比 (AG/TP

X100%)を求め， (1)粗ポfレフイランを酢酸緩衝液に訴事解直後の溶液について求めた

百分比を Ratin1， (2)この粗ポルフイラン溶液に a.amylase処理をし，透析を行な

D たのち¢溶液について求めた百分比を Ratio11とし，相互に比較した。

結果と考察

九州有明海地区(支柱養殖)と兵庫県瀬戸内海地区(浮流養殖)の各産地の乾海苔標

品おのおの11試料について TP量に対する AG量の百分比(%)を調ペ，その結果を

Table 1， 2に示した。

a.amylase処理前の数値 (Ratio1)とその処理・透析後の数値 (Ratio11)とでは，

すべての乾海苔標品で Ratio11の方が 1%内外高い数値を示した。この事実は組ポ

ルフイラン中への紅藻澱粉の混在を示すものと考えられる。

Rees and Conwayは Porph:yra属の種類や生育環境・採集時期の異なる多数の標

品を用い，それら標品中のポノレフイランの糖組成を調ぺ， 3，6 anhydro.galactoseが 5

-19%と広い範聞で変動することを認めている。

筆者らの結果も乾海苔の産地問および摘採の時期によってかなり相違し，全標品を通

じて Ratio1では約 4-11%，Ratio 11で約 5-12%まで変化した。また， Table 1 
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Table 1. The ratio of 3，6 anhydro-galactose content to total porphyran 
observed in two types of cultivation system; the pole system and 
the floating system_ Ariake-kai in Kyushu Island (Cultivation 

by the pole system)_ 

Co11ected Co11ectcd 
Ratio 1骨 Ratio II** 

自ite date 

1 Ohta.kuma liov. 8， '74 5.12係 5.60戸
2 " Jan.10，・75 6.48 7.84 
3 Feb.20，・75 10.97 12.26 
4 IlIumi Feb.25， '75 4.17 4.71 
5 u " 5.23 5.45 
6 Ohta.l.:uma. Nov.16，・75 5.73 6.58 
7 a 

" 7.71 9.39 
8 a 

" 96 .31 9.39 
9 Ka."laguchi Nov.25， '75 .43 7.43 
10 Kamishinden 11 6.63 8.99 
11 Izumi Dec.16，・75 5.31 6.15 

キ Theratios of 3，6 anhydro-galactose content to total porphyran immedi-

ately after dissolving the crude porphyran in acetate buffer (pH 5.6)_ 
判 Theratios of 3，6 anhydro-galactose content to total porphyran immedi-

ately after the treatement of a-amylase followed by dialysis. 

Table 2_ The ratio of 3，6 anhydro-galactose content to total porphyran 
observed in two types of cultivation systems; the pole system and 

the floating system_ East area (Hyogo Pref.) of Seto Inland-Sea 
(Cultivation by the floating system)_ 

Collec色ed Collec色叫 R畠，tio1* Ra.tio II** 
site da.te 

12 Kobe-seibu E冶b.16，・75 10.89 % 11.75 % 
13 ~a.shizaki B加・.15，・75 8.43 8 9.24 
14 Higa.shi-fu也a.mi Dec.21，・75 7.68 .02 
15 Dcuha. " 9.46 10.50 
16 Kobe-seibu " 8.51 
17 Gun伊 " 9.21 10.74 
18 ~a.shizaki Dec.21，・15 98 .53 9.69 
19 " J副.6，・16 .73 10.54 
20 " Ja.n.16，・16 9.39 11.20 
21 " Ja.n.24， '76 8.14 9.14 
22 " Feb. 2，・76 8.40 9.00 

事 Theratios of 3，6 anhydro-galactose content to total porphyran immedi-
ately after dissolving the crude porphyran in acetate bu鉦er(pH 5.6). 

柿 Theratios of 3，6 anhydro-galactose content to total porphyran immedi-
ately after the treatment of a-amylase followed by dialysis_ 
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から九州有明海地区の各産地では一つの例外を除き，約 4.8-9.4%(平均 7.6%)，兵庫

県瀬戸内海地区の各標品 (Table2)では 8-11%(平均 9.9%)となり， 支柱漁場であ

る有明海地区の乾海苔では AGfTP比が低く，浮流漁場である兵庫県瀬戸内海地区の

それは高い傾向が認められた。また，本報告には示さなかったが，三重県の桑名地区

(支柱養殖)と鳥羽地区(浮流養殖)との比較においても同様の傾向が認められている。

このように 2つの異なる地域においてみられる AGfTP比の中目黒は養殖方法の異なる

ことに起因するものと考えられる。

現在，浮流養殖は沖合の外海性がより強い海域で行なわれ，支柱養殖では陸水の影響

が強い内j毒性の海域で行なわれているのが普通であり，両養殖方法の相違に伴なって種

々の環境条件のちがいが見られる。もっとも著しい相違は潮の干満による干出の有無で

ある。更に浮流養殖では塩分濃度が高く，潮流も速い傾向があり，しかもそれらの変動

が少ないのに対して，支柱養殖では塩分濃度などが低く，かっその変動幅が大きい傾向

がある。

したがって，筆者らの寒験結果は両養殖法による環境条件の相違を総合的に反映して

いるものと考えられるが，干出の有無が大きな要因のーっとして指摘されよう。しかし，

Eppley and Cyrusが porphyranの生理的作用のーっとして藻体への物理的な衝準に

対する保護物質になっているのではないかと考えていることや，波浪の荒い外海に面し

た海岸で採集された藻体では 3，6anhydro.galactoseの含有率が高いという Rees ら

の結果などから考えて，潮流や滋分濃度の相異も重要な因子として考慮する必要があろ

フ。

また，有明海地区の標品 No.1-3では摘採時期の進行に伴なって AGfTP比が 5.12%

から 10.97%へと増加している。同様の傾向は兵庫県の林崎地区の例 (No.18-2Q) で

もみられる。これは同ーの養殖網からの摘採回数の進行に伴なう原藻の劣化や老化によ

るものと思われる。したがって，林崎地区の No.21， 22でみられた AGfTP比の低下

は網の張替えにより，若い原藻が用いられたことによるものではなかろうか。

この報告では原漢の種類を確認していないが，種類により乾海苔の品質が異なる事実

も認められているので，上記の諸要因と共に今後さらに検討を進めていきたい。

御校関の労を賜わり，かっ終始御指導・御助言をいただいた日本大学農獣医学部の西

沢一俊教授と筑波大学生物科学系の猪川倫好助教授に対して厚く御礼申上げる。

引 用 文 献

1) Su， J. and HASSJD， W. D. (1962) Carbohydrates and nucleotides in the red 

alga POγphyl.a pel:forata 1. Isolation and identific，ation of carbohydrates. Bio. 
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- 22ー



荒木他 Porphyran中の 3，6anhydro-galactoe含量 23 

2) PEAT， S.， TURVEY， ]. R. and REES， D. A. (1961) Carbohydrates of the red 
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Summary 

Crude porphyran was extracted from 22 samples of the dried laver，‘Nori'， 

which were obtained by the two types of cultivation system (soating system 

and pole system) in ]apan. The ratio of 3，6 anhydro-galactose content (AG) 

to total porphyran (TP) of each sample was determined and compared with 

each other 

In these observations， there was found a tendency that the AG/TP ratio 

is higher in the soating system than that in the pole system. The results may 

be principally due to . the differences in the cultural conditions of the two 

systems， such as exposure period of thalli， salinity of sea water apdtidal cur-

rent. To elucidate this problem， further examinations are nowi being under-

taker. 

、、 ・止唱;?事

r 
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中沢信午本 Fu岨 lesノート 9.ヒパマタ卵の第1分裂面と

仮根形成との前後関係の識別

Singo Nakazawa*: Notes on Fucales 9. Discrimination between 

rhizoid formations before and after cleavage in Fucus eggs 

ヒパマタ Fucts印刷escensの卵は，発生にあたってまず2細胞に分裂し，そのあと

で2細胞の一方が仮根として伸長する，というのは猪野2>の報告である (Fig1. ABC)。

しかし Whitaker4>その他によれば，種は異なるけれども，F. furcatusなどの卵はま

ず仮根突起を生じてから，その突起を含む細胞と，その反対側の細胞とに 2分裂する

(Fig. 1. ADE)。

私が実際に日:本のヒパマタについて調査してみた結果によると，現実には二つの場合が

あるが，正常海水のなかでは仮根を生じたあとで分裂する方が多いことがわかった目。

卵は最初は球形で，のちに仮根突起を生ずると，その形強を BONNER1)は“涙 1滴"

のような形とよんでいる。さてそこで，ヒパマタの卵はどういう条件で Fig.1. ABC， 

すなわち分裂のあとで涙1滴となるのか，またどういう条件において Fig.1.ADE， 

すなわち涙 l滴のあとで分裂をはじめるのか，それは今後の問題である。今回はこの間

'山形大学湿学郎生物学教室 (990山形市小白川町1-4-12)

Depar回 entof BioloBY， Yamagata University， Ya皿 agata，鈎o]apan. 

Bull. Jap. Soc. Phycol. 25: 24-26. 1977. 
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ab=2cd. AD~: rhi-
zoid formation before 
cleavage， c1iscri皿inat-
ed as ab<2cd. 
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題を解く前lこ，分裂も涙1滴も生じてしまった卵 (Fig.1. C， E)について，その涙と

分裂とは，どちらがさきに生じたものであるかを見分ける方法について記しておきたい

と思う。

研究方法としては，ヒパマタ F.evanescensの卵を培養し， a)分裂していながらま

だ仮根形成していない卵について顕微鏡下にその位置をマークし，それが後に仮根を形

成してから，それを正確にスケッチして，分裂面の位置と卵の中心との関係を検定する。

b) また仮根は形成しているが，まだ分裂していない卵についてマークし，のちに分裂

してから，さきと同様の検定を行なう，こうして両者おのおの10個の卵について検定し

た結果 Table1の事実が明らかになった。

Table 1. Measurement of ab and 2cd lengths in two cases: 
cleavage after and before rhizoid formation 

Cleavage before rhizoid Cleavage after rhizoid 

Egg No. 
ab 2cd ab/2cd 

EggNo. 
ab 2cd ab/2cd 

(μ) (μ) (μ) (μ) 

1 81 82 0.9 1 83 98 0.8 

2 80 加 1.0 2 関 96 0.8 

3 78 76 1.0 3 75 82 0.9 

4 78 76 1.0 4 74 80 0.9 

5 加 加 1.0 5 71 84 0.8 

6 81 80 1.0 6 70 96 0.7 

7 74 76 0.9 7 72 90 0.8 

8 87 86 1.0 8 71 86 0.8 

9 85 86 0.9 9 79 94 0.8 

10 80 加 1.0 10 66 92 0.7 

すなわち， Fig. 1， Cにみるように，分裂面を側方からみた時の長さを abとし，そ

の中点 dから仮根と反対側の末端 cまでの距離を cdとする。そうすると，分裂が仮

根形成前におこった卵については ab=2cdに近い関係がある。これは分裂面が球形卵

の中心を通っていることを示すものである。したがって d 点は卵の中心と一致する。

また弧 abcは半円であl:J， dはその中心にあたる。これと異なり，仮根形成のあとで

分裂がおこった場合 (Fig.1. E)では abく2cdの関係がある。したがって，この場合

の abは球形卵の時の中心を通過せず，仮根側へずれている。つまり弧 acbは半円よ

P大きく， dは中心ではない。これら二つの状態は顕微鏡下に直観的に見てとることも

できる。
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球形細胞の第1分裂において，分裂函が中心を通るのは，分裂装置をなす紡錘体とア

スターの長さが両極側でひとしいことによるであろう。したがってまた，分裂前に仮根

形成した状態 (Fig.1. D)では，卵割面は卵の長軸の中点にくるのも当然であ!J，した

がって球の時の中心よりも仮根側に卵割面がくる結果となる。これは HERTWICH の法

則とよく一致する。このようにして，発生にあたって，涙1滴形ができる時に，分裂に

対して“あとに涙1滴"か，それとも“さきに涙1滴"かを決定する要因をさぐるに便

利な検定方法が，ひとまず得られたことになる。

この研究は室蘭の北海道大学海藻研究施設においてなされたものである。

Summary 

There are two cases in development of Fucus evanescens eggs， that is， 

cleavage before rhizoid bulging (Fig. 1. ABC) and cleavge after rhizoid bulg. 

ing -(Fig. 1. ADE). These can be discriminated by observation after actual 

occurrence of the cleavage and， the rhizoid. Let the cleavage plane in side 

view be denoted by ab as in Fig. 1. B， C and E， its middle point d， and the 

top of the apex of the egg c. Then， if the egg was cloven before rhizoid for. 

mation， ab=2cd. But if it was cloven after rhizoid formation， abく2cd.

文献
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梶村光男キ : 隠岐島産天然記念物クロキヅタの異株，

同型配偶子生殖について料

Mitsuo KAjIMURA *: On dioecious and isogamous reproduction of 

Caulerpa scalpelliformis (R. BR.) AG. var. denticulata (DECSN.) 

WEBER VAN BOSSE from the Oki Islands， Shimane Prefecture 

筆者はすでにク ロキヅタ (Calllelρascal pell ;f01ソ山svar. dellliclIlata)の遊走細胞

につき，その形成と放出について報告したが1〉，昨年6月3日から 9月4日に至る期間に

隠岐島産本種の生活史について観察を行ない，新知l見を得たのでここに報告する。なお，

本稿を草するに当!)，御指導と校関を賜わった恩師北海道大学名誉教授時間切博士に心

から感謝申し上げる。

Fig. 1. Cauler.ρa scalρelliformis 
var. dellticulata. 
A fresh sterile specimen with 

colored rhizome (A) and a fresh 

mature male specimen with 
color¥ess rhizome (B) col!ected 
from Hishiura Bay， the Oki Is. 

lands， Shimane Prefccture on 

]uly 12， 1976 

本島根大学文週学部附属臨海実験所 (685島根県隠岐部商illi町大字加茂字サスカ)

Marine Biological Station， Shimane Univcrsity， Kamo， Saigo， Oki.gun. 685 ]apan. 

紳島根大学隠岐臨海実験所菜績 NO.2.

Bull. Jap. Soc. Phycol. 25: 27-33， 1977 
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材料と方法

材料は 6月3日に採集した諏訪湾東岸の水深 1-1.5m の砂泥海底上と菱浦湾南東

岸の水深 0.5-1.5mの磯上に密生した 110値併および7月12日に採集した菱浦湾南西

岸の水深 1-1.5mの砂泥海底，磯およびローフ。上に密生した 130仮体で，採集は水中

で四つ目鍬を使用して群落全体をひと纏めに得る様に行なった。採集した個体の根茎部

は長さ 30-120cm，直径 4-15mm，直立葉状部;ま長さ 3-80cm，幅 0.6-2.2cmで，

各個体の枝は互いに絡み合い，又仮根で互いに付着し合っていて，一見一つの群落が 1

個体の如くに見える事が多く，群落の直径は 1-3mであった。採集した材料は群落毎

に海水で湿した直径 60cm，深さ 1mの麻袋に入れ，採集地から培養室迄約 20kmの

距離を直射日光下 1時間半かかって損傷なく運搬した。

初期培養は南向き室内の，午前中約3時間直射日光の当る大型コンクリート水槽(285

x80 x55 cm)で 19-260C の海水を常時流して夜間の照明なしに行なった。この水槽

内で成熟の兆候を示した個体は他のコンクリート水憎 (190x98x20cm)へ移し直射日

光を避け，雌雄の別が明瞭になる迄待ってから，成熟度の等しい雌雄の個体を別々にパ

ット (45x32 x7 cm)に移し，放出した配偶子を検鏡し，又両配偶子液を混合して接合

過程と接合子の観察を行なった。接合子は培養室内で，自~1費光燈下 800 Iux， 230Cの

もとで培養し，発芽生長を観察した。

結果および考察

体の成熟は水温 250Cに達した7月2013迄にも起きたが，その日かE成熟{[体数が急

に増加し，連日 260Cとなった7月25日から 9月4日迄が成熟の最盛期であった。成熟

は個体全体に一様の速度で起ることが普通であるが，個体の部分によってそ¢進行速度

が異なる場合もあった。配偶子の放出 2-3日前に放出管2-11) の形成が始まり，若い

放出管の先端はふくらむことが多い (Fig.6)。成熟初期に根茎部および直立葉状部の基

部には色素体が殆んど残らず，無色となる (Fig.1， B; Fig. 2)。 これによって成熟初

期の個体は未成熟個体から容易に識別することができるが，色素体を有する部分は雌雄

共にまだ育緑色であり，原形質の縞状一網目状模様2)も大まかであるか疾瞭性を欠くので，

この時期には外観で雌雄を区別することは医難である。体を切開して取り出した配偶子

を検鏡すると，いずれの場合にも眼点 5，6，的は見られず，JII1t雄の区別がつかない。配偶

子の放出は午後9時ごろから午前3時ごろにかけて最も頻繁に起きたが，日の出以後に

は余り起きなかった。配偶子の放出4-5時間前になると雌性体の色素体を有する部分

は青緑色からいく分青味をおびた緑褐色に変わるが，この体色変化は直立葉状部では基

部から先端におよぶことが多かった。一方，雄性体は濃青緑色となる。原形質の縞状な

いし網目状の模様は雌性体ではむらがあり大まかであることが多く，部分によっては，
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Figs. 2-7. Caltler.ρa scalρelliformis var. denticulata from Hishiura Bay. 
2. Fruiting female plant ¥vith colorless rhizome. 3. Part of an erect assimilatory branch of 
a mature male plant， showing delicately reticulated structure of cytoplasm and papillae. 
4. Part of an erect assimilatory branch of a mature female plant， showing inconspicuous 
roughly reticulatecl structure of cytoplasm. 5. Very young papilla formed on a mature male 
plant. 6. Young papilla with apical swelling formed on a mature male plant. 7. Ful1y cle-
veloped papillae formed on a rhizome of a mature female plant. 
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その模様が認められないことがあり，特に直立薬状部上半部ではそれが多かったが(Fig.

4)，根茎部では明瞭に認められた。一方，雄性体ではその模様が体の各部一様に顕著で

あって，この時期には体色だけでなく，原形質の模様によっても錐援の区別は明瞭であ

るが (Fig.3)，それ以外には両者の相違は認められなかった。この時期に体を切開し配

偶子を取り出して検鏡すると，♀には澄一真紅色の眼点が認められたが，舎には全く見

られず，色素体の形態には顕著な差は認められなかった。又雌性体の成熟度により取り

出した配偶子の色素体が細胞内で占める割合は熟度の低い方が大きく高い方が小さく，

根点の色はそれぞれ簿く，濃い。このことから，雌性体の成熟後期に見られる茶褐色へ

の体色変化は配偶子の限点に由来するものと思われる。配偶子放出直前には原形質の縞

状ー網目状の模様はくずれる。放出後すぐに容器内の水が一様に濁ること回もあり，余

り濁らずに配偶子が器底にしばらく溜ってからのちに濁ることもあった。

放出された雌性配偶子は，大きさ 2-5x3-6μm，形は洋梨~紡錘形，色素体 1個，

限点 1個，鞭毛2本であった (Fig.12; Fig. 17， a-i)。しかし，色素体， H艮点，鞭毛の

数の多い異常な形のものも見られた (Fig.17， j-q)。一方雄性配偶子は，大きさ 1-

6 x 2 -10μm，形は洋梨形のものが多く，色素体 1個，限点を欠き，鞭毛2本であっ

た (Fig.13; Fig. 16， a-k)。しかし，色素体，鞭毛の数の多い異常な形のものも見ら

れた (Fig.16， l-p)。雌雄の配偶子間6，12)には限点の有無以外の形態上の相違lま見られ

なかった。配偶子形成は直立葉状部の上半部では全面に，下半部では縁辺部に偏って見

られることが多く，根茎部では普通上半部に限られるが，来端付近では，ほぽ全面に見

られ，文仮根部では基部にも，繊維状の細い部分(径60μm) にも見られた。放出管の

形成は仮根部の基部にも繊維状の部分にも見られた (Fig.8)。遊難した配偶子に混って，

数個ないし多数の配偶子を内蔵したままの直径 5-10μmの胞 (vesicle)が多数放出さ

れ，内部の配偶子の鞭毛が胞の表面から突出し，それによって胞は運動し，配偶子はや

がて胞から尾部を先にして抜け出る様に脱出するのが見られた (Fig.10)。また空にな

った胞も多数，体から放出されるのが見られた。

配偶子の接合様式には 3種類が見られた(正側面式:Fig. 18， a， b， e， Fig. 14;逆側

面式:Fig. 18， d， f;後端式:Fig. 18， c)。配偶子の接合率は本実験条件下では 30-

50%であった。鞭毛を失ってスライドグラス表面に固着して球形となった接合子 (Fig.

18， g， h) は直ちに発芽して，そのまま大きくなり30日後には直径 10-20μmの球状

体となり，その表面被膜の内面に直径約 3μm の円盤状色素体が多数見られた (Fig.

Figs. 5-15. Caulerpa scalpelliformis var. denticula臼 fromHishiura Bay. 
8. Part of a rhizome of a mature female plant with. fully developed papi11ae. 9. Aggrega. 
tion of female gametes discharged from the terminal opening of the papi11a. 10. Vesicle 
sti1l containing a few male ga血 etes. 11. Male g出羽目e(arrow) with two chloroplasts. 12. 
Female gametes containing a single stigma. 13. Male gametes. 14. Planozygotes. 15. Thirty・

day old zygote germlings. 
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Figs. 16-18. Caulerpa scalpellifo7明白 var.denticula師 fromHishiura Bay. 
16. Morphological variation of male gametes discharged on July 20， 21 and August 18， 1976. 
17. Morphological variation of female gametes discharged on August 4， 9， 18 and 19， 1976. 
18. Zygotes (a-hl formed on August 18， 1976 and a thirty.day old zygote germling (i). 

15 ; Fig. 18， i)。配偶子の接合しなかったものは 25_270C，2001uxのもとで10時間以

上も遊泳しているのが見られた。

以上の結果から明らかなように，本種は雌雄呉株で，同型配偶子生殖を行なう。接合

子の形態およびその発芽f本の初期形態はへライワヅタ (C.brachypus)の場合6) と似て

いる。

Summary 

In this paper are reported the results of my observations on the life his-

tory of Caulerpa scalpelliformis (R. BR.) AG. var. denticulata (DECSN.) WEBER 

VAN BOSSE colJected at Hishiura Bay and Suwa Bay in the Oki Islands (360 

5' 54" N. L.， 1330 4' 42仁 1330 5' 30" E. L.) 

This variety is observed to be dioecious and its isogamy ocr.urs in the 
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midnight. Gametes are observed to be formed not only in the erect ass}mila・

tory branches and rhizomes but also in the rhizoids， and the papil1ae are also 

formed on them. The only morphological difference between female and male 

gametes is the presence of stigma， in the former and its absence in the latter. 

Copulation ratio of the gametes was estimated to be 30-50% under the present 

experimental conditions. An evidence that the female plants can readily be 

distinguished from the male ones by their peculiar coloration and shape of 

protoplasmic strands at their ful1y matured stage is described. Germlings of 

zygotes at their early developmental stage were observed to be spherical to 

el1ipsoidal in shape with numerous peripheral discoid chromatophores. 
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ノート

田中正明: 名古屋市周辺の溜池に出現する植物プランクトン (3)テトラエド

ロン属 Tetraedron. Masaaki TANAKA: The plankton algae of “Tame-
ike" ponds in the suburbs of Nagoya， Japan (3)刀traedron.

これまでに名古屋市周辺の溜池5箇所において， 1973年4月から 1974年5月までに

採集された植物フ。ランクトンから，同定し得た Crucigenia，Tetrastrum， Chodatella， 

Lagerheim叫 Polyedriopsis について報告した。

今回は，これらの溜池のプランクトンとして種数，並びに出現量の多いテトラエドロ

ン属 TetrtAdronについて形態，地理分布，汚水段階の指標性を報告する。

1. TetrtAdron caudatum (CORDA) HANSGIRG var. c，側 datum(Fig. 2) 

細胞は 6.5-8.5μmの側面が僅かに凹入する豆角形。特にー側面は深〈陥入する。細

胞の5隅には長さ1.5-2μmの純〈尖った刺状突起を生じる.細胞壁は平滑である。

ドイツ13，ハンガJ}_2)8)，ルーマニア尺アメ Pカ的53eE，アラスカ8)から知られる。

本邦では大和郡山金魚池9)から報告されている普通種。渡辺ωはαー中腐水性-s一中

腐水性指標種としている。筆者はPー中腐水位指標種と考えている。

2. TetrtAdron caudatum var. dep，雌 :perataPRINTZ (Fig. 1) 

細胞は 4.8-5pmの玄角形で，細胞の各隅の刺状突起を欠いている。今回の材料はか

なり小型であった。

ハンガリ _2)から知られる。

3. TetrtAdron ctmdatωn var. incisum LAGERHEIM (Figs. 3， 4) 

細胞は五角型で側面が凹入する。細胞の大きさは 6-8.2μmで， 1.2-1.9μmの長さ

の刺状突起を生じる。 HORToBAGYI2)がハンガリーから報告した標品(大きさ 14-21

pmx14-20μm)，インドから報告した襟品(大きさ 8-8.5μmx8-9μm)11>に比べて

やや小型であった。

ドイツ13，ハンガリ -2383，インド113，スペイン122，ポーランド18)，1レーマニアη，ア

メPカ的から知られる。 P一中腐水位指標種。

4. TetrtAdron caudatum var; incisum f. ftexocaudatum HORTOBAGYl (Fig. 6) 

細胞は 8.4-8.8μmx8.5-9pmの五角形。長さ1.6-3.4μmの不規則に曲がった粛j

状突起を生じる。

ハンガリー幻から知られる。日:本新産.

5. TetrtAdron caudatum var. punctatum f. elegans HORTOBAGYI (Fig. 5) 

細胞は 7.8-9pm X 8.2-9.4μmの王角形。細胞膜は微細な点紋によって被われる。

細胞の 5隅には， 0.9-2.2μmの真直ぐな刺状突起を 1本，或いは 2又状になったもの

を生じる。 2又状の刺状突起が生じる位置は一定しない。 HORTOBAGYI2)がハンガリー
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から報告した標品(大きさ 13.5-14μm)に比ペて，かな P小型であった。

ハンガリ _1)から知られる。日本新産。

6. Tetraedron limneticum BoRGE 

細胞は 38.5-70μm。突起は 1-2分岐して，その先端に 3本の爪を生じる。

アメリカ0・3から知られる。本邦にも広く分布する普通種。

7. Tetraedron minimum (A. BRAUN) HANSGIRG var. minimum (Fig. 10) 

35 

細胞は四角形。側壁は内側に僅かに湾曲する。細胞は 4.5-13μmの大きさである。

本属中で最も広く普通に見られる種である。

8. Tetraedron minimum var. apiculato-scrobiculatum (REINSCH， LAGERHEIM) 

SKUJA (Fig.η 

細胞は 5.8-7μmの四角形で，側壁中央部が僅かに湾入する。各隅には大きな現扇状

突起を生じ，細胞壁は小円形の課粒で密に被われている。

ハンガリ _2>，インド11)から知られる。本邦では宇連人工湖!f)から報告されている.

9. Tetraedron minimum var. apiculato・scrobiculatum f. polypapillatum 

HORTOBAGYI (Fig. 8) 

細胞は 8-12μmの四角形。細胞の4隅には大型の乳頭状突起と，数個の隆状突起を

生じ，細胞壁は小円形の頼粒で密に被われている.HORTOB主GYI2)によるハンガリーの

標品(大きさ 5.6-9μm)に比べてやや大型であった。

ハンガリ _2)から知られる。日本新産。

10. Tetraedron minimum var. aρiculato-scrobiculatum f. elegans HORTOBAGYI 

(Fig. 9) 

前種によく似ているが，細胞の側壁が著しく凹入する。細胞は 5.2ー7.4pm。

インド11)から知られる。日本新産。

11. Tetraedron muticum (A. BRAUN) HANSGIRG var. muticum 

細胞は 10-12μm。細胞壁は平滑で無色。極く普通に見られる穫で，本邦にも広〈分

布する。 a-sー中腐水性指標種。

12. Tetraedron muticum f. minor REINSCH (Figs. 17， 21) 

細胞は 10.5-13.5pmの三角形で，各辺は内側に湾曲し，各頂は純円である。細胞膜

は平滑で無色。

ハンガリーへインド11)から知られる。

13. Tetraedron muticum f. pu珂ctulatumREINSCH (Fig. 12) 

細胞は辺の長さが 7.5-8.8μmの三角形。各頂は広い純円状で，細胞壁は小円形の頼

粒によって被われる。 BRUNNTHALER1)が報告した標品(大きさ 18ー21pm)よりも，

かなり小型であった。

ドイツ13，北アメリカ叫的，インド113，エユーギニア凶から知られる。日本新産。
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14. Tetraedron regulare KOTZING var. incus TEILING (Figs. 14， 18) 

細胞は四角形であるが変化に富む。細胞は 15-40pm，突起部は 5-15μmで真直ぐ

にのびる。今回採集された材料の中に， Fig. 18のように 5-18筒の粒状突起を有する

ものが見られ，分類上の区別をする必要があるものと考えているが，本報告では同一に

扱った。

スウェーデン川北アメリカ叫U，アラスカU，ハンガリ _2)，インド113，ニューギニ

ア15)から知られる。本邦では大和郡山金魚池田，大峰山地沼郡1回から報告されており

分布は広い。 α-s一中腐水性指標種目)，筆者は Fー中腐水性指標種と考えている。

15. Tetraedron planctonicum G. M. SMITH 

細胞は 45-65μm. 4-5本の突起を有し，先端部Hこは 2-3本の短かい爪を生じ

る。世界的lこ広く見られる普通種。

16. Tetraed，'on pentaedricum WE5T et WE5T f. gmnulatum HORTOBAGYI (Fig. 19) 

細胞は頂が丸くなった五角形で 7.5ー10.0μmx8.2ー11.5μm.各頂には 2-4;8μmの

刺状突起を生じ，細胞壁は半円形の穎粒によって被われる。

インドω から知られる。日本新産。

17. Tetraedron 'triangulare KOR5CHIKOW (Fig. 11) 

細胞は一辺が 4.3-6pmの三角形で，各辺は僅かに内側へ湾曲する。各頂には乳頭状

突起を生じ，細胞壁は頼粒によって被われる。 HORTOBAGYI2)がハンガリーから報告し

た標品(大きさ 14-16.8μm)。インド11) から報告した標品(大きさ 10ー11μm)と比

ベでかなり小型でさった。

ハンガリーへインド10，ニューギニアU)から知られる。日本新産。

18. Tetraedron trigonum (NλGELI) HANSGIRG f. globosum HORTOBAGYI (Fig. 20) 

細胞は 25.5-34μmで，各辺は波うった三角形。各頂は特徴的な球状突起を生じる。

細胞壁は平滑で無色。

ハンガリー幻から知られる。日本新産。

19. Tetraedron trigonu11l var. attenuati.~ ROLL (Fig. 13) 

細胞は 19.5-29.4μmの三角形。各頂lま鈍くのひ'る。細胞壁は平滑で無色。

川インド11) から知られる。

20. Tetraedron tri/obatum (REIN5CH) HAN5GIRG (Figs. 15， 16) 

細胞は 4.2-4.8μmの三角形で，各辺は著しく内側に湾入する。細胞によっては，一

辺が湾曲せず外側に突出した異常細胞も見られた。

インド113，ハンガリ一割的， ドイツ1)から知られる。

21. Tetraed1"On tumidulum (REIN5H) HAN5GIRG f. arcus HORTOBAGYI (Fig. 22) 

細胞は 9.7-14.5μmの一辺が弓型をした三角形で，頂は短かく鈍い。細胞膜は平滑で無

色。 HORTOBAGYI白書2ハンガリーから報告した標品(大きさ 15-15.5pm)，インド山
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会
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から報告した標品(大きさ 24ー26μm)に比べてかなり小型であった。

ハンガリーへインド11)から知られる。日本新産。

Summary 

Occurrence of 21 forms of the genus Tetraedron are reported from “Tame-

ike" ponds in the suburbs of Nagoya. 

Among them， Tetraedron caudaJum var. incisulII f.ftexocω:datUTn HORTOBAGYI， 

Tetraedron caudatum var. punctatum f. elegam HORTOBGAYI， Tetraedron minimum 

var. apiculato-sC1・obiαtlatumf. polypapillaJum HORTOBAGYI， Tetraedron minimum 

var. apiculato・scrobiculatumf. elegans HORTOBAGYI， Tctraedron muticum f. punc-

tulatum REINSCH， Tetraedron pentaedricum f. granulatum HOR TOBAGYI， Tetraedron 

triangulare KORSCHIKOW， and Tetraedron trigon附nf. globosum HORTOBAGYI are 

recorded in ]apan for the first time. 
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日 本 藻類学会第一回大会講演要旨

(1977・4・1. 東京学芸大学)

(1) 大房副・荒木繁・桜井武麿・斎藤宗勝:

培養中にみられたノリの日変化

演者らは室内で培養したノリの生長や光合成，種々の成分などの測定結果に日周性の

存在を示唆するような“ふれ"がしばしばみられたので，それらについての検討をくり

かえし，次のような結果をえた。 12時間の明・暗期のくりかえしという条洋下では，細

胞分裂・生長・光合成・呼吸・全窒素・多糖類・遊離アミノ酸・全遊離糖・乾重/生重

などについて規則正しい日周変化が認められたが，光合成色素量については日周変化の

存在に検討の余地が残された。全光下では，このような日周変化がきわめて不規則とな

ったが，再び明・暗の周期をあたえると次第に回復がみられた。以上から，このような

日周変化がひきおこされる原因のーっとして明・暗期のくりかえしが必要とも考えられ

る。なお，海で養殖されたノリにも同様の日周変化が認められた。(山本海苔研)

(2) 勝俣車生・有賀祐勝:ナラワスサピノリ色彩変異体の比較研究

1. 色素・蜜索・炭素の含有量

ナラワスサピノリの色彩変異体(赤色型および緑色型)を正常型の葉状体とともに培

養し，それらのクロロフィル a，フィコピリン，窒素，炭素などの含有量を測定し比較

した。

クロロフィルa含量は 0.6ー0.8%(d.w.)で，緑色型で最も高く，次いで赤色型，正

常型の順でわずかに低くなった。フィコエリスリン含量は，正常型と赤色型ではほとん

ど差がなく (4.0-6.2%d.w.)，緑色型では低かった 2.4-4.0%d.w.)。フィコシアニ

ン含量は， 3者間で著しい差異は認められなかった(1.6ー2.6%d.w.)。窒素含量は 5-

8% (d.w.)で，赤色型と正常型とではほとんど同レベルであるが赤色型の方がわずか

に高く，緑色型も正常型より若干高かった。炭素含量にも大きな差異はなく，初め40%

程度で，葉齢が進むにつれて30%前後にまで低下した 。(東京水産大)

(3) 加藤光雄・有賀祐勝:ナラワスサピノリ色彩変異体の比較研究

2. 生長と光合成

室内培養したナラワスサピノリの正常型と色彩変異体である赤色型・緑色型を用いて，

その生長と光合成を測定し，比較を行なった。赤色型は正常型に比べ生育初期に若干生

長が悪いが，ほとんど差がなく，緑色型は生育初期の生長がかなり悪いが，その後の生

長速度にはほとんど差が認められなかった。単位面積当日の光合成速度!ま，正常型・赤
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色型でわずかに高く，緑色型でか低った。クロロフィルa当Pの光合成速度は，正常型

・赤色型・緑色型でほとんど差が認められなかった。(東京水産大)

(4) 三浦昭雄:スサピノリの聾殖集団におけ忍葉型変化の解析について

昭和48，49，印， 51年度にわたって養殖業者が管理しているあらかじめ系統のわかっ

ているノリ網を選んで次の解析をおこなった。 (1)ナラワスサピノリとスサピノリの摘

採または非嫡採条件下での着生個体数と葉長巾比との関係， (2)ナラヲスサピノリの同

胞系統の異なる漁場開での着生個体数と薬長巾比との関係， (3)同一漁場での同一系統

の異なるノリ網の間の着生個体数と薬長巾比との関係， (4)ナラワスサピノリとスサピ

ノリのそれぞれの同一漁場同一網内での着生個体数と楽長巾比との関係。以上の解析結

果からスサピノムナラヲスサピノリでは，業型は養殖場の環境に応じてそれぞれ変化

するが，その変化の度合はそれぞれ異なっている。着生個体数によって薬型が変化する

のではなく，薬型によって着生個体数が影響される。またナラワスサピノリはスサピノ

リと異 なる葉型変化を示すことがわかった。 ( 東 京 水 産 大 )

(5) 月舘調ー:ノリの葉体か培聾液中に排出すあアミノ酸の定性および定量

ノリの薬体は生長の過程で，代謝の結果，体外lこアミノ酸を排出するかどうか，排出

するとしたら，どの程度か，を調べた。その結果， (1)胞子から培養開始2ヶ月後の10

x1cm以上の薬体では，ほとんど全べてのアミノ酸が検出された。 (2)lOoCで23日間

培養の業体は，乾重量で 973.8mgf2.11では，最大，セリンの 6.9n mol，最小，メ

チオニンの 0.1n molの量が検出された。 (3)200Cで8日間培養の業体は，乾重量で

316.7 mg/1.7 1では，最大，グリシンの 2.4n mol，最少，イソロイシンの 0.2n mol 

の量が検出された。また，問題点として (1)脱塩操作が難かしい。従って回収率が低

い。 (2)無菌培養でないので，アミノ酸の絶対量は出ない。 (3)培養液の漉過中に細胞

がくずれる 可能 性がある，などが挙げれらる。(南西海区水研)

(6) 月舘調ー・山田 久:のり葉体付着バクテリア

による炭酸ガスの生成について

ノリの薬体に付着するパクテリヤは，ノリの業体に対して，何らかの影響をあたえて

いることが推定されるが，炭酸ガスの補給という役割りも考えられる。そこで，バクテ

リアによって炭酸ガスは生成されるのか，また，生成されるとしたら，どれほどかを標

識化合物を使用して調べた。パクテリアはのり業体から容易に分離される R，Y， W， 

Wy，の 4株を使用した。栄養物質として使用した標識化合物は各種アミノ酸で，ほか

に比較として糖類，脂肪酸，炭化水素から代表的なものを選んだ。その結果，今回の実

験で使用した栄養物質は，すべて利用され，炭酸ガスが生成された。栄養物質がアミノ
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酸の場合，生成された炭酸ガス量はパクテリアの種類によって，またアミノ酸の種類に

よって，数倍から数百倍の差がみられた。糖類の代表として使用したグルコースの場合

はアミノ酸と同程度の炭酸ガス生成量がみられたが，ほかは炭酸ガス生成量は小さかっ

た 。(南西海区水研)

(7) 横浜康継・影山明美・猪川倫好・志村宗司:緑藻における

Siphonaxanthlnの機能

緑藻生漆体の吸収スベクトルは 540nm附近に顕著な吸収帯をもつもの(ほとんど深

所性藻にみられる)と持たないもの(浅所性藻にみられる)に分かれる。前者を深所型，

後者を浅所型とした。深所型に特有な 540nm附近の吸収帯は 450nm附近に吸収極

大をもっ Siphonaxanthinが薬縁体内で褐藻の Fucoxanthin同様に大福な RedShift 

を起した結果であると推定した。クロロフィルa鐙光の励起スベクトノレにおいても 540

nm附近に顕著なパンドがみられることから Siphonaxanthinは540nm附近の光(緑

色光)を吸収し，そのエネルギーを効率よくクロロフィルaに伝達する光合成色素とみ

なすことができる。この色素が Siphonousalgaeに属さない深所性緑藻 Ul叩 japon-

icaに見出されたが，この色素が緑色の海中光下に生育する深所性緑藻にとって重要な

色素であることを示唆する。(筑波大 ・ 生 物 系 )

(8) 池森雅彦*・新崎盛敏林:海藻の光合成色素

(1) .浅所産のアナアオサの生藻体と深所産のヤプレグサ(アオサ目)，タマゴパロニ

ア(ミドリグ目)，タマミノレ(ミ/レ目)の生藻体に含まれている光合成色素の吸収スペ

クトルと差スペクトルを測定すると，深所産の緑藻には 500nm-600 nmに至る緑色

および黄色光を強く吸収する成分が多量に含まれていることがわかった。 (2). アナア

オサの成熟寝体では，生殖部はもちろん緑色の栄養部においても雄，雌，造胞体で，色

素組成に差異のあることが差スペクトノレを測定することによって判明した。 (3). 幾種

かのノリについて，生藻体の吸収スペクトIレと差スペクトノレを測定した結果，種が異な

ると差スペクトノレに著しい相違が認められ，特にフィコエリスリンとフイコシアニンの

吸光に由来すると考えられる波長域において顕著であった。

(*金沢大・能登臨海実;科目大・農獣・水産)

(9) 高田真美・宮田昌彦・岡崎恵視・古谷庫造:石灰緑藻

ウチワサボテングサの CaC03沈着部{立と結晶型について

ウチワサボテングサ tHalimedadiscoidea) を用いて，藻体の構造と石灰沈着部位

及び CaCOaの結晶型について，光学顕微鏡，電子顕微鏡及びX線回折法で検討した。

(1)濠体の構造:葉状体は多核でフィラメント状の細胞より構成され，この細胞は扇形
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の基部から先端へ向って伸び，業状体の表面でふくらみ小畿となっている。そのため，

葉状体内部には細胞聞に巨大な空聞ができ，この空間は外界の海水中とはかな P異なっ

た環境をつく Pだすと考えられる。 (2)石灰沈着部位及ひ(CaCOaの結晶型:藻体表面

と藻体内部の上述の空間が石灰化していることがわかった。藻体表面の結品に比べ，藻

体内部の結晶は非常に良く発達しており，形・大きさとも表面のものとは著しい差異が

みられ，後者のものはイガグリ状の針状結晶塊として観察された。しかし藻体表面及び

藻体内部の全ての結晶はアラレ石型であ jJ，方解石型のものは認められなかった。

(東学大・生物)

(10) 寺本賢一郎・河盛好昭:山口県三田尻湾

の水質回復に伴う海藻フロラの変遷

三田房湾は，近年，排水規制の強化と企業の排水処理対策への努カが実jJ，水質が著

しく回復してきた。この聞の海藻を主とした生物相について，調査した結果を報告する。

湾内の潮間帯付近に自生する 3mm以上の海藻を対象に，岸治いの距離 1COm に

1個体以上を見掛けたら生息しているとし，年聞を通じて，種類，生育度を観察した。

1973-76年における海藻の種類数は，湾口では 21，25， 30， 29，湾奥ではふ 7，12， 

13と変化し， 75年にほぼピークに遼した。同年，海水の CODも環境基準(湾口 3

ppm.湾奥 8ppm.以下)に達した。海藻の種類数は，水質の巨復と極めてよく一致し

た。魚類や無脊椎動物では若干のずれが認められた。海藻フロラは，水質の区復を示す

有力な指標にな る と 考 え ら れ る 。(協和発酵)

(11) 新崎盛敏:日本沿岸で近年見られるようになった海藻類

ノリ養殖場に出現するアオサ属 Ulvaは以前はアナアオサだけであったが，近年，そ

のほかに U.dactyliferaらしい種と，U. steno phylla らしい種が混生するようにな

った。なお，新潟県下の一地では，従来日本海沿岸では報ぜられていない U.fasciata 

らしい種も採集された。これらはいずれも外国航路の船舶の出入の激しいと思える港に

近い海岸で得られている点を考慮に入れて，出現の起因を考察したい。なお，そのほか

に，ガラガラ属 Galaxauraの新型についても報ずる。(日大・農獣・水産)

(12) 町田益己:牡鹿半島の漸深帯海藻群落 ーと〈に波浪との関係ー

漸深帯海藻群落の形成と内外諸要因との関係を解析するため， 1975-76年に，牡鹿半

島の 5地点について，主要出現種の卓越度と垂直分布を調査観察し，その構成要因を検

討している。その中で波浪との関係で若干の知見が得られたので報告する。

全地点を通じて，着生海藻は無節サンゴモを除けば，低潮線付近から水深 7mの範

囲にそのほとんどが，生育しており，アラメ，ホンダワラ類等の大型海藻は低潮線付近
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から水深 3-4mにかけて卓越均に分布していた。

各地点の卓越径の出現状況およびフシスジモク，エゾノネジモクの垂直分布と宮城県

庁漁港課の資料から得た最大波高の値との関係が把握できた。(東北大・農水産)

(13) 南雲保・小林弘 CyclotellααrentiiKolbe 

とその随伴種について

C ycloteUa arenti iは KOLBE.R. W. (1948)によってスウェーデンから記載された

種類であるが，どっちつかずの独特の殻構造をもつがために.CLEVE-EuLER. A (1951) 

によって Coscinodiscus属に移されたり，また FOGED.N. (1972)によって CycloteUa

属にもどされた Pしている。 VAN LANDIGHAM. S. L. (1959)の目録では.KOLBEの原

記載が引用されているのみであるが，やはり CycloteUa属の種類として取り扱われて

いる。おもに北欧に産するこの種類が，わが国の鹿児島，埼玉，群馬の貧栄養の水域に

出現することが演者らによって確認されたことは注目に値することと思われる。また，

この種に伴って長い糸状群体を作らない Melosira属のものと思われる種類も見つかっ

ている。演者らはこれらについて走査電顕による観察結果もまじえ報告する。

(東学大・生物)

(14) 高野秀昭*・黒木計佐文料:日本沿岸の Section

Pseudonitzschiaの数種

日本近海でこれまで発見された，針状群体をつくる浮滋性の Nitzschiaは，多くの

文献に N.seriataという名で示されていた。しかし.HASLEの近年の電子顕微鏡によ

る研究では，N. seriata は原産地がグリーンランドであって，北大西洋と北太平洋で

発見された場所はすべて北緯45度以北である。 しからぱ日本水域の類似の Nitzsclzia

には，はたしていかなる種があるかを知るために，大船渡湾，隅田川河口域および渥美

湾でえた標本を透過型電顕で精査した結果，とりあえず N.pungens (typeおよび f.

multiseries)とN.fraudulentaの出現脅確認した。主要な区別点は，釜殻の形状，疑

結節の有無， 10μ 当りの龍骨孔と切頂肋の数，切頂肋聞の小孔列の数.lfl当りの小孔

の数である。 N.sel・iataに当るものは，全く見出すことができなかった。

(*東海区水研;柿西武中央水産K.K.) 

(脂) 秋山 優*・浅井良紀**:中海・宍道湖産の Prorocentrumについて

汽水湖沼である中海および宍道湖産のプランクトンの中で，根来 (1962)は Exuvia-

ellaの存在を報告し芯いる。演者逮は 1974-1976にかけて中海・宍道湖水系に赤潮状

態として出現した，光顕レベyレで Exuviaellasp.として認められる藻類について，電

顕レベルでの観察結果.(1)ベん毛包出部に 2個の flagellaporesが存在する. (2) 
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これに隣接して2本の特徴的な spinesが存在する，ことを確認した。これらの結果は

BRAARUD et al. (1957)， DODGE (1965)， LOEBLICH III (1969)，F AUST (1974)逮が Ex-

uviaella baltica， E， mariae・lebouriae(いずれも Prorocentrumに変更されている〉

について得た観察結果と一致している。以上の点および theca表面に多数の小突起が

存在する点で，本藻はこれらの種に類似するも，細胞の外形および sagellarpore周

辺の小突起を欠く平坦な centralareaの存在によって著しく特徴づけられている。こ

れらの観察結果および本蔀の分類学的位置づけについて検討する。

(ホ島根大・教育;紳インフィルコ中央研)

(16) 楠元守 Volvo玄科 Volvulina8teiniiと Astrephomene科

A8trephomene gubernaculiferaについて

乾同化した水田の表土を採集し， 1-2個月風乾した土 5gをシャーレの端に置き，

蒸留水を加えて蓋をし，白色盛光灯によって照度 3，0∞lx・16時間照明，温度 250Cの

条件下で培養したところ，神奈川県の3地域から Volvulinaが，また，神奈川県と石

川県の各1地域から Astrep，加 meneが発生した。これらは，本邦新産と恩われる。

これらは，発生後直ちにマイクロヒ・ベットで分離してニ相培地でクローン培養し，形

態と生殖について観綴したので報告する。(神奈川県立教育センター)

(17) 加藤季夫:日本産ユーグレナ属

Euglena.属 (Euglenophyta)は綾毛を持つ単細胞性寝類で，有機物に富んだ湖沼，

河川，水田等に出現する。本属は EHRENBERG(18鈎)によって記載されて以来，現在

までに，ほぼ1∞種という多くの変種が報告されているが，それらの記載には不十分な

ものも多く，混乱を招いている。

PRINGSHEIM' (1956) はクローン培養株を用いて，それぞれの種に対し再検討を加え，

ヨーロッバ産のものについて，信頼度の高い報告を行なった。

演者はクローン培養株を用いて，本邦産のものの分類学的研究を進めている。今回は

クローン培養の方法，および，若干の観察結果を報告したい。(都立大・理)

(18) 石川依久子・長船哲斎・大黒 勇:ユーゲレナの藁緑体退化と

再形成におけo細胞内微細構造の変化

Euglena gracilis Z.は暗所で有機炭素源培養すると白色細胞化し，従属栄養によっ

て増殖するが，光下に移して無機栄養源培養すると， 24時間以内に葉緑体を形成し，自

立栄養によって増殖するようになる。この様な外囲条件による昔話l御作用の機序を，形態

学と生理学の両観点から研究して来た。今回は業縁体の退化と再形成の各過程における

細胞内微細構造の変化を，経時的に観察した結果を報告十る。特に退化葉緑体(プロプ
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ラスチッド) とミトコンドリアについては，連続切片法及びフリーズエ yチング法等

を利用して詳細に観察した。退化策緑体は突起陥入の多い不定形で，ラメラは断片的に

内壁に附着して残存するが，培地から有機炭素源を除去すると，光に無関係に，プロラ

メラボディ様頼粧の出現やチラコイドの伸展がみられる。ミトコンドリアは，葉緑体が

退化すると細胞表面をおおって巨大化するが，光下では業縁体の発達と共に，紐状にな

って細胞内部に移動する。

(19) 紳井上勲・ホ神田智之・林原慶明・紳千原光雄:

日本産ヒカリモ属の研究 1. 予報

静岡県下岡市須崎の寺の井戸(1) と東京教育大学生物材料園温室内のため池 (2) 

からヒカリモ Chromulinarosanoffiiを，また能登半島千枚回 (3)からヒカリモ属

の一種を採集した。このうち(1)， (3)については単藻培養を行って種々の光，温度，

栄養塩の欠乏，過剰等の諸条件に対する反応を調べている。 (2)については，室内で，

天然で観察されるものと同様な金属光沢を発している状態を定常的に維持して，継続観

察を行っている。その結果，断片的ではあるが cellcycleおよびヒ方リモ特有の行

動についてニ，三の知見を得たので報告する.なお，微細構造についての観察結果もあ

わせて 紹 介 す る 。(*東教大・理・植物;紳 筑 波 大 ・ 生 物 系 )

(20) *神田智之・林持上勲・林原慶明・料千原光雄:緑蕩

ブラキオモナスの培養とその形態変化について

宮城県女')1(の海岸の潮だま Pから，Brachiomonωsubmarinaと同定される藻を採集

した。との藻は通常4本の腕と 1本の尾を持つことが特徴とされている。しかし，これ

を培養すると， (1)上記の通常の形， (2)球形， (3)倒卵形， (4)腕を欠き尾のみ

残した形，およびこれ等の中間形など，種々の形態のものを生じた。さらに各形態の細

胞の大きさまで著しく変化することが観察された。これらの事実から，この藻が，同属

内の他の種あるいは汽水域に生育する Chlamydomonasなどの他の属に同定されてしま

う危険性を持っと考えられる。著者らは，上述の変化が， salinity， nutrients， growth 

phase， cell cycleの stageなどに起因すると考え，クローン培養による観察を行って

いる。その結果現在までに続細胞から放出された直後の細胞は典型的な B.submarina 

の形態を示すこと， 1日のうちでも生長にともなって形態の著しい変化を示すことなど

の知見が得られたので報告する。 伊東教大・理・檎;紳筑波大・生物系)

(21) 吉崎誠・千原光雄:紅藻アクロキチウム目 (Acrochaetiales)

に見られ."5D果形成の新しい様式について

真正紅務類アクロキチウム目は，造果器が体細胞上に直接形成されること，体制が極
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めて単純であることなどの特性から， 最も原始的な群であるとされる (Feldmann，

1962)。この群の護果形成様式には次の3つが知られる。(1)受精した造果器はそのi長

軸に直角な面により 2偲に分割され，それぞれの娘細胞から造胞糸を生ずる， (2)造

果器はその長軸にほぼ平行な面により 2個に分割され，それぞれの娘細胞から造胞糸を

生ずる， (3)受精した造果器から直接果胞子穫が生ずる。褒果はいずれの場合もほダ

球形， 団塊状である。丹後半島で得たホソベニモズク藻体に内生する Liagorophila-

likeの藻を調ぺたところ，褒巣形成様式は上記の 3つのいずれとも異なるものであるこ

とがわかった。すなわち，受精した造果器は容積を繕大した後，一端から体の下方に霊

れ下る造胞糸を 2-6個発出する。造胞糸は造果器の周囲をや』拡散的に多数分校しな

がら伸長し，それらの先端部に果胞子漢を形成する。この褒果形成様式は一見カサマツ

属 (DenJ/(，・.^'ム)のそれを思わせるものがあり，アクロキチウム目におL 欠知の

ものである。 伊東邦大・理・生物;紳筑波大・生物系)

(22) *中村武・料千原光雄:紅藻オオイシソウとその

近縁群の分類と生活史の研究 ( 1) 

オオイシソウ属は現在までに世界で11種記載されている。日本では福島県以南の各地

から分布が確認されているが，これらはすべて東京の多摩川産を基準標本とした Com-

psopogclI oishii・1種のみと考えられてきた。しかし，学者によっては，日本産のオオ

イシソウは，熱帯・亜熱帯地域などに普遍な C.coeruleusの synonymであるとする

もの，あるいは，生育地によって形館上かなりの相違があることから 1種とは考えら

れないとするなど，幾つかの異なる見解もある。演者等は主に関東地方に生育するいわ
世

ゆるオオイシソウについて，分類と生活史の研究を行っている。その結果，関東地方に

は少なくともオオイシソウモドキ属 (Compsopogollopsis)の1種のほかに 2種のオオ

イシソウ属が生育するこめ町および C.oishiiは C.coeruleusとは別種とするべきで

あることなどが明らかとなった。 C.oishiiおよび今回新種として報告する 1種はとも

に繁殖は無性的な単胞子形成によって行われ，生育は季節的な消長はあるが，長f'.，¥(を通

じて消失することなく連続的であることなど，生活史についても多くの知見を得るに至

った。(*熊谷女子高;紳筑波大・生物系)

山田幸男博士追悼号の募金のお願い。

追悼号の刊行事業は予定通り進行していまして本年 8月には発刊できる見通しです。

この事業の経費はすべて日本藻類学会会員全員と事業共費者からの募金で賄われること

になっており 2月28日現在約180名の方々のご協力を得ています。 しかし， 目標の

2印万円にはなお相当額(約100万円)不足しています。会員各位のなお一層のご協力を

お願い申し上げる次第です。振込は下記へよろしく。「振替口座小樽 14278. 山田幸

男博土追悼号刊行実行委員会。(一口2500円以上随意)J
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